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ブルターニュの伝統歌謡と地域の創造

梁川英俊M,NAC八wAHkl"((hi

古くは際捧を手にしたケルト人のバルドから、マーリンやゴーヴァンなどのアー

サー王物i研の篭場人物たち、さらにm風が吹きすさぶ断崖や、瀞にかすむIll髄といっ

た荒涼たるオシアン的風景にいたるまで、ブルターニュの|W<にはさまざまなイメージ

がまといつく。それが現災のブルターニュ災I稲といかなる1-1係にあるのかはさておき、

このことはこの上地の雌史がいかに深く歌とi'iびついているかを示している。

ブルターニュのほぼIﾉL|T分に"lたるバス＝ブルターニュ地ﾉﾉでは、4lit紀から8111

紀にかけてブリテン!;6から波米した人々の言葉を起源とするブルトン語が話されてき

た。ローマ役人以前のヨーロッパで広範|井lに仙川されていたケルト語族に属するこの

i子葉は、そのI活背数こそ減少する一方であるとはいえ、いまなおブルターニュの|際

立って強い地域'''1アイデンティティを支えている。

このブルトン語で歌われるLも冊がにわ

かに注|｜されるようになるのは、IS世紀

後半のこと。スコットランドのハイラン

ドで「発兄」された『オシアンI弥締」（7ﾙど

し肋rksofOssian)がヨーロッパを席巻し

てからである。ハイランドとii'i様、ケルト

n舟が残るこの,1,い上地のどこかに、マク

ファーソンの,1稲に|ﾉ'C.l散する|秋が|噸れてい

ると考えるのは、このIl.'f代にあってはきわ

めて自然なことであったろう。しかし期待

にllmをふくらませてブルターニュを,称れた フランス・ブルターニュ
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旅行家たちは、皆一様に失望することになる。その‐人､『フィニステール県旅行記」

(Voyage成"芯/どF/"is花ﾉ℃）の著仔ジャック・カンブリー(JacquesCambry)はこう

書いている。「太古の偉大な歌は、バルドの没落とともにii'iえてしまった。私は方々

を調べたが、人々の記憶の'hにも、過去の写本の+にも、われらが先祖を勝利に導い

たあの壮腿な歌を見つけることはできなかった'｣。

しかしブルターニュにケルトの,1,謡を求める人はその後も跡を絶たなかった。革命

期にブリテン,|;$に渡った、アングローノルマン文‘γ:の研究背、ラリュ神父(Abbede

LaRue)もその一人だった。彼は1815年に川版した「'hlii-におけるアルモリカのバ

ルドの作肋に側する研究』(Red花ﾉでhessuﾉlesouwagescた9“ﾉdesdelaBノゼ/αg"e

αﾉ･"7oﾉcα/"e故"kIeiV/oi℃〃jge)において、マリー・ド・フランスがI'I卓物語の起

源としたブルターニュのレーの実ｲ'2を主張し、ブルターニュの文学者たちにI淵査へ

の協力を呼びかけた。それに応えたのが、ブルターニュのカンペルレ生まれの若き

貴族、テオドール・エルサール・ド・ラヴィルマルケj'Uf(TheodoreHersartdela

Villemarque)(図1)だった。彼は、この地域で採集した民謡を『バルザス・ブレイ

ス』（βαﾉ官α三一βﾉｾﾉﾆ）（ブルトン語で「ブルターニュの民謡」の意）という背:物にまと

めて1939年に,'11版する。ブルトン諦の民謡にフランス語の対訳と詳細な註が付され

たこの書物は、ヤーコプ・グリム(JacobGrimm)を始めとするヨーロッパの学術

関係者の間で大きな評判となった。

この歌集でラヴィルマルケは、集めた民謡を伝統的な3つの区分に従って分類した。

第一にグウェルス(gwerz)、すなわち「歴史的な+＃<｣、第二にソーン(son)、すなわ

ち「愛の歌｣、第三が「宗教歌」である。「バルザス・ブレイス』に収録された53篇

図1テオドール・エルサール・

ド・ラヴィルマルケ
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の歌のうち31筋はグウェルスであった。グウェ

ルスには過去に起きた!ll*1Fがそのまま冊くい込ま

れており、その|ﾉ1容を検討すれば歌が作られた時

代を特定できるというのが、ラヴィルマルケの学

lHl的な前提だったのである。

歌集には、ドルイドと弟子の数えiH<、ブルター

ニュで活躍したといわれるバルド・グエンフラン

(Gwenc'hlan)の欲、さらにはメルランの歌など、

杵者によってその成立が5IH紀から6IH紀に遡る

とされた古謡も収録されていた。それらの歌は何

|||:紀もの間、ブルターニュの民衆によって|牧い継
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を巻き込みながら、二人のﾀ後も統いていくことになる。

ところで、ブルターニュにおける11頭仏承の収集の流行

は一人のスターを生んだ。マルハリット・フュリュップ

(Mai℃'haritFulup)(図3)である。1837ｲ|ﾐにトレゴール地

方の寒村に生まれた彼女は、フランス研を解さず、読み』It

きもできなかったが、人並はずれた記憶力を持ち、i"iじ此

謡や崎活を一語も違えずに繰り返して収集家を驚かせた。

そのレパートリーは災話が150,Lも謡が259あったと仏え

られる。幼少期に豚に'1歯まれてIllliTがｲく目Illであったため、

まともな仕事はできず、乞食を′|ﾐ業としたが、19111紀水図3マルハリット．フュ
のブルターニュの地域主義連動は、彼女を「ブルターニュリュッブの彫像

のフォークロアの女王」という象徴''1りな地位にmりI:げる。

その歌は1900年に蝋管に録>'↑され、ノ|ﾐまれ故郷のプリュジュネットには彫像も立つ。

しかし知識人や都｢|丁住雌はいざ知らず、実際に股村Il:公で作らす人々にとって、歌

は収集すべき対象でもなければ、一人の人間によって代表されるものでもなかった。

それは文了通り生活の一部であり、，椎もが歌うものだったのである。しかもかつての

股村社会において、歌が,',-める亜典性は今IIの比ではなかった。たとえば、1926年

の生まれで、オート＝ブルターニュ地方の歌い手として知られるユージェニー・デュ

ヴァル(EugenieDuval)は、そのレパートリーの大半を14ﾙ蝿のときに召使として

牧場で'卜をひいているときに覚えたという。歌はそれほどまでにl-l常のなかに溢れて

いたのである。
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祝祭日や結婚式といった行事の際はもちろん、収穫や脱穀や洗濯などの集団作業で

歌を伴わないものはなかった。また、万聖節から主の奉献の祝日の頃までの農閑期に

行われた「夜の集い」では、家族や近隣の人々が集まって、農具の手入れや糸紡ぎな

どをしながら昔話や歌を披露し合うのだった。パリ音楽院教授のルイーアルベール・

ブルゴー・デュクドウレー(Louis-AlbertBourgault-Ducoudray)は、1835年に出

版された本のなかで、バー島で立ち会った夜の集いの様子をこう書いている。

ブルターニュの夜の集いといえば、多くの人はメランコリックなものだと思う

だろう。しかし実際には全く逆で、男も女も陽気に激しく、尽きることのない歌

のレパートリーを自ら披露し合うのである。集まった人たちはそのほとんどの歌

を知っている。だから誰かが歌い始めると、皆で声を合わせて歌うのだ。一つの

歌が終わると、別の人がまた別の歌を歌い出す。あらゆるジャンルのあらゆる

種類のメロディーが、尽きることのない泉のように次々と湧き出てくるのであ

る。2

歌の種類は地域によってさまざまであったが、バス＝ブルターニュ地方では農作業

の後に、今日「カン・ア・ディスカン」(kanhadiskan)の名で呼ばれる掛け合い歌が

盛んに歌われた。すぐれたカン・ア・ディスカンの歌い手であったロエイス・ロパル

ス(LoeizRopars)(図4は、かつての農村における歌の役割をこう歌にしてみせた。

106

そんなに昔のことではないが、コルヌアイユ地方の内陸部では、

どこでもかしこでもカン・ア・ディスカンが歌われていた。

朝、早く起きると、われわれは声を上げて、

まるで木の梢にいる小鳥のように、朝日に挨拶したものだ。

夕方、畑から戻ると、家々の前を通りながら、そこに住む友人たちに、歌いなが

ら「こんばんは」と言ったものだ。

列車に乗ってモルレーの駅に行くことがあれば、

お国や愛する人たちに、歌いながら「さよなら」を言ったものだ｡3
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このカン・ア・ディスカンでダンスをする

習悩は、バス＝ブルターニュ地/jでは1930

年代まではih'ivnりにあったが、その仏統も農

業の機械化とともに消えていった。・庇失わ

れた伝統が恩いがけず､復渦するのは、ナチス

Ili髄ドのことだった。公にはダンスが禁じら

れたこの時代、ダンスパーティーはi'i値軍が

||のIlllかない街から離れた片Ill舎で行われる

式
副

のが常だった。もちろん、そんな|'|件に楽'1｜図4口エイス・ロパルス（'''央）

があろうはずもない。窮余の策として、年長

省たちは昔のようにカン・ア・ディスカンを冊くってIiliiり始めた。

これが思いがけずｵ'1:門たちに受けた。以来、ブルターニュではこのダンスがI'-j評価

されるようになり、その彼帥を||折す人々がnJれるようになる。このブルターニュ風

のダンスパーティーは、ブルトン語で「夜祭り」を怠味する「フェスト＝ノース」

(fest-noz)のγIでIf.ばれ、1950<lﾐ代に本格'''1に俊活への辿を歩み川す。その立役者

の一人が、先に名を挙げたロエイス・ロパルスだった。19S0年に発光されたフェス

ト＝ノース襖I5J,'(|ｲ|畠を祝うレコードのなかで、彼はこう'1<っている。

1954年拝、

ブラウエンで、ぼくはカン・ア・ディスカンの人コンクールを企てた。

3年間はプラウエンで、次の年はスペゼットで、

シャトーヌフやグーランでも、ぼくらはInlじことをした。

55年から57ｲ|畠までで、フェスト＝ノースは復派した。

人々 は、苦いも＃fきも、跳ねI"lってIiliiつたものだ。

プラウエンからサン・テルボまで、ブラスパールからプロネヴェスまで、

片の流行がいまの流↑『になった。

ブルトン,淵を'､rhつつ、人)肘で'1くいつつ、

ぼくらはたくさんの人を楽しませ、バス＝ブルターニュに敬怠を炎した。

こうして23ｲ|ﾐが経った、

81年も変わらずに敬うことができますようにI4

ブルターニュの伝統歌謡と地域の魚|｣造
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フェスト＝ノースを復興させるに当って試みられたのは、歌手をダンスの輪から切

り離すことだった。伝統的なダンスでは、歌い手も輪舞の中に加わって、一緒に踊り

ながら歌っていたが、新しいやり方では歌い手はダンスには加わらず、マイクの前に

立って歌った。歌手が一緒に踊っているときには、輪の大きさは彼らの声が聞こえる

範囲を出なかったが、マイクが使われるとその大きさには際限がなかった。かつて野

外で踊られたフェスト＝ノースは、こうしてダンスホールや公民館などへと場所を移

し、60年代には地域の交流に最適な娯楽としてブルターニュ中に広がっていく。

1957年生まれのブルターニュの代表的な歌手、ヤンーファンシュ・ケメネール

(Yann-FanchKemener)は子供の頃のフェスト＝ノースの思い出をこう語る。

子供の頃の私にとって、世俗団体が組細;するフェスト＝ノースは、たまに開か

れる映画の上映会と並んで、とても楽しみなイベントだった。その日は一日中こ

の話題で持ち切りで、いよいよ着飾って出かけるときには、嬉しくて仕方がな

かった。フェスト＝ノースには学校の友だちや遠くの親戚もやって来ることが分

かっていたからだ｡5

この時代に復活したのは歌ばかりではなかった。一時は減奏家の数が20人程度ま

で落ち込んだピニウやポンバルドなどのブルターニュの伝統楽器も、1950年代にな

るとその演奏技術を継承しようという動きが活発化する。特にスコットランドのバグ

パイプバンドを真似た大編成の「バガド（楽団)J(bagad)は、若者たちの間で一大

ブームを巻き起こした。ブルターニュの音楽家を結集させた「ボダデク・アル・ソネ

リオン」(BodadegArSonerien)や、ケルティック・サークルの連盟である「ケンダ

ルフ」(Kendalc'h)など、今日のブルターニュの文化活動に欠かせない各種の協会や

団体は皆この時代に生まれている。

大戦中にナチスに篭絡されて以来、すっかり鳴りをひそめていたブルターニュの文

化運動は、こうして少しずつそのトラウマから脱し始める。フェスト＝ノースの興隆

も、このようなブルターニュ全体の文化的関心の高まりを背景にして初めて可能に

なったものだった。

一方、このフェスト＝ノースのブームは、ブルターニュの歌手たちにも影響を

及ぼした。それまでは家族や仲間内といった限られた人々のためだけに歌ってい

た「地元の名歌手」たちが、このブームをきっかけに他の地域からも声が掛かるよ

ブルターニュ
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うになったのである。なかでもゴアデックレill妹

(SceursGoadec)(図5)やモルヴァン兄弟(Freres

Morvan)は、ブルターニュ什地のフェスト＝

ノースから引っ帳りだこの人知折になった。

60年代から70ｲ|昌代にかけては、｜Ⅱ:界'''1レベル

でマイノリティーの復椛迎動が柵んになったII制ﾘl

であった。それまで、災iii洲をnﾊす迎れた地域と

診、
、

域．.

､

準""鋼傘葬蜘韓鍵銅嘩斌腰*強倣醗

して日陰者の立場にあったブルターニュにおいて図5ゴアデエツク4i|i妹のレコード

も、言語の復肌を含めたアイデンティティの主張

が活発化する。

しかしこのIIf代のフランスではまだ、文化''1Yマイノリティーの存在は此filllii'i!念に

抵触するとして危険祝されていた。ブルトン研で伝統歌謡を敬うことすら、反hi家|'|り

な挑発行為と見られかねない券|川女iがあったのである。地域主義'''1な主推を｜｜にする

ことさえ、国のまとまりを危険に雌す独立宣言のように受け取られた。いまではどこ

の役場にも立っているグエン・アー・デューの旗を掲げることも、｜'|動11[にBZHの

マークを貼ることも、f供にブルトン風の名川をつけることも、公''1勺には禁じられて

いたのである。

こうした風潮のなかで、'h央蛙椎il1なフランスのジャコバン主炎を批判し、ブルト

ン人の意祇を｜|覚めさせる役i'i1を油じたのが、ブルトン語で「人地と海」をJ獣味する

ステージネームを排っ、1KTのグレンモール(Glenmor)だった。このII＃代、｜＃<は卜|：

会|'|り行為であり、1W<い下はメッセンジャーだったのである。

たとえば、72年311、サンブリウーのジョワン・フランセ(JointFrancais)の［

場労働者たちのストライキに端を発した労働争議は、ブルターニュ全kの支持を1(｝る

までに発肢したが、その巡勤においてデモ隊の｜:気を大いに高めたのは、ジル・セル

ヴァ(GillesServat)が歌う「|'|詔」(BlancheHermine)だった。この通勤のさなか

に、セルヴァを始めとする'1<下たちは「歌手たちのマニュフェスト」を発衣しさえし

たのである。

しかしこのII､↑代で特兼すべきは、やはりアラン・スティーヴェル(AlanStivell)

の活跳だろう。アラン・スティーヴェル、本名アラン・コシュヴルー(Alan

Cochevelou)は、1944i|畠にブルトン人を父にパリに生まれ、父が後元したバルドの

ブルターニュの伝統歌謡と地域の創造
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ハープをI¥-手にv-〈からドf楽に天',の才能を発揮

した。ブルターニュの民族色の強いボーイスカー

ト|､fl「ブレイモール（オオカミウオ)J(Bleimor)

に人|､j1し、バガドの一興としてビニウやポンバル

ドの油奏も始めた彼は、60年代に入るとアメリ

カのフォーク・ミュージックの影響を受け、その

ブルターニュの伝統音楽との融合を試みるように

なる。
図6アラン・スティーヴェルの

『ルフレ」 1967<lﾐにブルトン語で「泉」を意味する「ス

ティーヴェル」をステージネームとした彼は、ブ

ルターニュの民謡や郷Illlをﾙ1代風にアレンジしたアルバム「ルフレ（反映)[[Reflets)

(図6）を発表し、発売後わずか数ヵ川で一〃枚を超えるセールスを記録した。翌年

二IIにはオランピア劇場に川減し、その公油の棋様を収めたライヴ盤「オランピアの

アラン．スティーヴェル」(Aroiyi"β/α）も記録的なヒットになった。

いまなお「スティーヴェルのｲド」として記憶される70年代前半の彼の活躍によ

り、それまで絶滅寸II'Iと思われていたブルトン研が、ラジオで、テレビで、カフェの

ジュークボックスで、フランスのいたるところで鳴り弾いたのである。これによって

ブルターニュの若荷たちのアイデンティティは一気に覚解する。彼らは自分たちの伝

統音楽に｜｜をli1け、祖先の文化を誇りとともに兇Il'l".すようになった。こうした気運の

なかで、ブルターニュではさまざまな新しい試みが始まる。

1971年にはロリアンでバグパイプコンクールがスタートし、それはやがて規模を

拡大して、「インターケルティック・フェスティヴァル」(FestivalInterceltique)へと

発肢する。1973年からはI'llじロリアンで、ブルターニュ全上を対象としたブルター

ニュ音楽のコンクール「カン．アル・ポブル」(KanarBobl)が始まる。またフラン

ス最大級のロックフェスティヴァル「ヴィエイユ・シャリュ」(VieillesCharrues)の

1脚芽も、このIl.'f代に生まれている。

72年には「ブルターニュのナショナル・テープライブラリー」である「ダステュ

ム」(Dastum)が涌勤を始める。スティーヴェル以来、ブルターニュの伝統音楽にイ

ンスピレーションを汲もうとする,',-楽グループは跡を絶たなかったが、間胆はレパー

トリーの乏しさだった。それを解決すべく、パリA'I辺のブルトン人の若者が'1二i心に

なって耐II投されたのが、プルトンII＃で「収雌」と名付けられたダステュムだったので

ある。

ブルターニュ
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雌初は数人のグループで始まったこのⅡ縦

は、政府の援助などによって徐々に規棋を拡

大し、1978年には雑I芯「ミュジック．ブルト

ンヌ」[Musiquebﾉvia""e)を創刊。81ｲ,ﾐには

ルーデアックに岐初のメディアテックをオープ

ンさせる。80年代半ばに本拠地をレンヌに移

すと、書籍の出版やレコードやCDの販売にも

乗りIllして活動を多様化し、現在はカレー、ラ

藤
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錘
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図7ケメネールとメヌトーのCD

二オン、ナント、ポンテイヴイー、レヌヴァン、『I'll1l万ﾉ波」
カンペールとブルターニュ全県に支部を1､fつ。

若い歌手も次々に讃場した。その一人が、先に名を挙げたヤンーファンシ1.ケ

メネールである（図7)。彼は1975年に行われたカン・アル・ポブルの第4回大会で

弱冠18歳で優勝して以来、ブルターニュを代炎する歌手としてh恥fしている。また、

ケメネールのカン・ア・ディスカンのパートナーとしても知られるエリック・マル

シャン(ErikMarchand)も、少年Il.'f代に父からもらったフェスト＝ノースの録音を

きっかけに、70ｲ|ﾐ代にパリからブルターニュに移化して歌手としての道を歩み始める。

70年代に予期せぬブームに沸いたブルターニュ音楽であったが、80ｲ|ﾐ代に入ると

落ち着きを収Iル〔す。というよりも、80ｲ|昌代はブルターニュ音楽にとって、70年代

に次々と立ち上げられたコンクールやイベントなどを軌道に乗せ、災伽'|りな成果を上

げるための、いうなれば地I,'!めの期I,",iであった。伝統歌謡に関してもアトリエやワー

クショップが慌んに↑｣茜われ、かつての|'|然なI14《による伝承とは災なる新しい継承方

法の埜礎が作られていった。

90年代に入ると、ブルターニュ音楽は|りび脚光を浴びる。背賦には|Ⅱ:界的な「ケ

ルト音楽」ブームがあった。なかでも特筆すべきは、「ケルトの週j>則（〃ごﾉ･"agedes

Celtes)だろう。ギタリストのダン・アル・ブラース(DanArBraz)を始めとする

ブルターニュのミュージシャンを'I'心に、アイルランド、スコットランドやウェール

ズやマン島、スペインのガリシアなどのケルト文化|巻|から多彩なミュージシャンが集

紬したこのプロジェクトは、94年と97年にリリースしたCDがそれぞれ｜刀枚を越

えるセールスをI氾録し、パリのゼニットやベルシーにおけるコンサートや、そのライ

ヴ録音やヴィデオ、DVDのセールスなども併せて、ブルターニュ背楽山上空前の成

功を収めることになった。

ブルターニュの伝統歌謡と地域の創造
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歌のIll-界にも新しい才能

が現れた。1984年のカン・

アル・ボブルでは、子供の

ときからフェスト＝ノース

で活雌していたアニー．エ

ブレル(AnnieEbrel)が

弱冠15歳で優勝し、90年

代には伝統敬謡とテクノを

融合させたデネス．プリ

ジャン(DenezPrigent)

図8エリック・マルシヤンとクレイス・ブレイス・アカデミーがデビューする。2000年
の研修生たち

代には作llllのほか女優もこ

なす多才なノルウェン・コ

ルベル(NolwennKorbell)が罫星のごとく畿場し、2010年には、アイドル発掘番

illである「スターアカデミー」をきっかけにデビューした、ブレスト川身のノルウエ

ン・ルロワ(NolwennLeroy)が、ブルトン紙の歌を収めたCDをリリースして大き

な成功を収める。

巌近の特筆すべき伽|ｲﾘとしては、70年代にデビューした歌手たちの|H1で、その

活動の一部を教育に捧げようとする動きが川てきたことだろう。詐;|||は次のエリッ

ク・メヌトー氏のi愉考に縦るが、メヌトー氏|'|身がエリック・マルシヤンがブルター

ニュ音楽の継承のためにii'i設した「クレイス・ブレイス・アカデミー」(KreizBreizh

Akademi)(図8)で学んだキャリアを持ち、その意味でこの新しい伽I'iの恩恵にあ

ずかった雄初のill昌代なのである。

かってリューゼルが「いま収集しておかなければ近い将来消えてしまう」と危倶し

たブルターニュの伝統|＃<謡は、ラヴィルマルケの「バルザス・ブレイス』の出版から

200年近く、スティーヴェルの活Ij4からはや40ｲドが経つ21世紀の今II、時代の変化

の波にさらされつつも確実に次の世代へと緋/Kされているようだ。
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